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城郭探訪
ま ち づ く り と 城 の 址

歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く
ま
ち「
掛
川
」

　

令
和
６
年
、
掛
川
城
天
守
閣
開
門
30
周
年
を
迎

え
る
掛
川
市
は
静
岡
県
の
西
部
、
東
海
道
の
ほ
ぼ

中
間
に
位
置
し
、
市
の
北
部
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
々
、
中
南
部
に
は
遠
州
灘
に
面
し
た
砂
浜
海
岸

が
広
が
る
、
海
・
山
・
街
道
が
つ
な
が
る
人
口
約

11
万
６
０
０
０
人
の
自
然
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
で

す
。
主
な
特
産
品
と
し
て
、
茶
、
イ
チ
ゴ
、
バ
ラ

が
あ
り
、
特
に
茶
産
業
で
は
日
本
一
の
深
蒸
し
茶

産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
全
国
茶
品
評
会
で
は
、
最

多
と
な
る
４
年
連
続
、
通
算
25
回
目
の
産
地
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

掛
川
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
城
と
街
道
の
歴
史

で
、
戦
国
時
代
に
は
戦
略
上
の
重
要
な
拠
点
と
し

て
、
掛
川
城
、
高
天
神
城
、
横
須
賀
城
の
三
つ
の

城
が
築
か
れ
、
徳
川
家
康
、
今
川
氏
真
、
武
田
勝

頼
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
武
将
た
ち
が
こ
の
地

を
め
ぐ
る
覇
権
争
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
旧
東
海
道
の
掛
川
宿
・
日
坂
宿
が
宿
場
町
と

し
て
栄
え
る
と
と
も
に
、
相
良
と
信
州
を
結
ぶ

「
塩
の
道
」の
拠
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。
城
を
中
心

に
形
成
さ
れ
た
城
下
町
は
、
５
０
０
年
余
り
に
及

ぶ
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
名
高
速
道
路
、
東
海
道
新
幹
線
な
ど

日
本
の
大
動
脈
が
集
中
し
、
関
東
・
関
西
の
両
経

済
圏
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
そ
の
特
性
を
生
か

し
製
造
業
を
は
じ
め
各
種
産
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

展
開
し
て
い
る
県
中
東
遠
地
域
の
中
核
的
存
在
の

ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

徳
川
・
今
川
・
武
田
の
攻
防
の
地 

「
掛
川
三
城
」

　

令
和
５
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家

康
」
で
、
家
康
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
掛
川
城
、
高
天
神
城
、
横
須
賀
城
の
掛
川
三

城
は
、
三
河
の
徳
川
氏
が
駿す
る
が河
の
今
川
氏
、
甲か

い斐

の
武
田
氏
と
攻
防
を
繰
り
広
げ
た
戦
略
上
の
要
衝

と
な
り
ま
す
。

　

家
康
は
、
永え
い
ろ
く禄
11（
１
５
６
８
）年
に
今
川
氏
真

が
籠ろ
う
じ
ょ
う城

す
る
掛
川
城
攻
め
を
行
っ
た
の
に
始
ま

り
、
天
正
９（
１
５
８
１
）年
に
武
田
の
勢
力
下
に

あ
っ
た
高
天
神
城
を
落
城
さ
せ
る
に
至
る
ま
で
、

実
に
掛
川
市
周
辺
の
統
治
に
13
年
程
度
要
し
ま
し

た
。
ま
た
、
家
康
は
、
高
天
神
城
攻
め
の
拠
点
と

し
て
横
須
賀
城
を
築
く
な
ど
着
々
と
勢
力
を
固

め
、
遠
江
の
完
全
支
配
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

天
正
18（
１
５
９
０
）年
に
天
下
統
一
を
果
た
し両頭の城　玉石積みの横須賀城

徳
川
、今
川
、武
田
の
ロ
マ
ン
と
夢
舞
台

「
掛
川
三
城
」

掛か
け
が
わ川

市
長（
静
岡
県
）　
久く

ぼ

た
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か
し
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た
豊
臣
秀
吉
は
、
家
康
を
関
東
に

移
し
、
配
下
の
大
名
と
し
て
、
掛

川
城
に
山や
ま
う
ち内
一か

ず
と
よ豊
、
横
須
賀
城
に

渡わ
た
せ瀬

繁し
げ
あ
き詮

を
入
城
さ
せ
ま
し
た
。

掛
川
城
の
天
守
閣
、
横
須
賀
城
の

石
垣
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ

に
こ
の
頃
と
な
り
ま
す
。

「
掛
川
三
城
」の
整
備
・ 

活
用
と
ま
ち
づ
く
り

　

掛
川
市
で
は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

「
掛
川
三
城
」
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

掛
川
城
天
守
閣
は
、
市
民
や
市

内
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
皆
さ
ま

か
ら
の
熱
い
思
い
と
ご
寄
付
を
も

と
に
、
平
成
６
年
に
４
０
０
年
以

上
の
時
を
経
て
、「
東
海
の
名
城
」

と
う
た
わ
れ
た
美
し
さ
そ
の
ま
ま

に
、
日
本
初

の
「
本
格
木

造
天
守
閣
」

と
し
て
よ
み

が
え
り
ま
し

た
。
天
守
閣

開
門
30
周
年

を
迎
え
る
に

当
た
り
、
復

元
当
時
の
清

ら
か
な
姿
や
美
し
い
石
垣
で
多
く
の
皆
さ
ま
を
お

迎
え
す
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

　

徳
川
と
武
田
の
決
戦
の
山
城
、
横
田
甚
五
郎

が
抜
け
去
っ
た
尾
根
道「
犬
戻
り
猿
戻
り
」な
ど
、

い
に
し
え
の
戦
国
ロ
マ
ン
が
息
づ
く
高
天
神
城

は
、
令
和
４
年
に
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
（
拡
張
現
実
・
仮

想
現
実
）
の
最
先
端
の
技
術
を
生
か
し
た
ア
プ
リ

「
バ
ー
チ
ャ
ル
攻
略
高
天
神
城
」
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
「
今
、
よ
み
が
え
る
高
天
神
城
」、
令
和
５
年

に
常
葉
大
学
造
形
学
部
と
コ
ラ
ボ
し
て
作
成
し

た
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
「
高
天
神
城
！
」
を
リ
リ
ー

ス
し
、
往
時
の
勇
壮
な
姿
を
再
現
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
魅
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

河
原
石
を
積
ん
だ
玉
石
垣
が
歴
史
の
面
影
を
残

す
横
須
賀
城
は
、
令
和
５
年
度
に
国
史
跡
と
し
て

公
有
化
が
完
了
し
、
今
後
、
保
存
活
用
計
画
の
策

定
な
ど
、
令
和
10
年
の
築
城
４
５
０
周
年
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
と
な
る
令
和
６
年
、

掛
川
城
天
守
閣
開
門
30
周
年
を
市
民
の
皆
さ
ま

と
お
祝
い
で
き
る
よ
う
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
盛

り
上
げ
、
引
き
続
き
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続

可
能
な
ま
ち
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東海の名城　掛川城天守閣

難攻不落の山城　CGでよみがえった高天神城

霧
吹
井
戸

　

掛
川
城
天
守
台
の
脇
に
、
霧
吹
井
戸
と
呼
ば
れ

る
井
戸
が
あ
る
。
今
で
も
水
が
溜
ま
っ
て
お
り
、

し
か
も
深
い
ら
し
い
。
こ
の
井
戸
は
、
敵
が
攻
め

て
く
る
と
霧
を
吹
い
て
城
を
覆
い
隠
し
た
と
い
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
掛
川
城
を
「
雲
霧
城
」
と
も
い
う
。
こ

の
よ
う
な
霧
が
城
を
隠
す
伝
説
は
、
他
に
も
伝
え

ら
れ
て
お
り
唯
一
無
二
で
は
な
い
が
、
掛
川
城
の
霧

吹
井
戸
に
つ
い
て
は
、
井
戸
掘
り
当
時
の
様
子
が
、

中
世
の
手
記
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
珍
し
い
。

　
『
遠
江
史
蹟
瑣
談 

巻
１
』（
明
治
41
年
刊
）
に
よ

れ
ば
、
室
町
時
代
の
連
歌
師
・
宗
長
の
紀
行
文

『
宗
長
手
記
』に
そ
の
記
録
が
あ
る
と
い
う
。
実
際

に
見
て
み
る
と
、
な
ん
と
宗
長
は
井
戸
の
完
成
か

ら
、
わ
ず
か
４
、５
年
後
に
掘
削
当
時
の
話
を
聞

い
た
ら
し
い
。
よ
っ
て
井
戸
は
ま
だ
霧
を
吹
い
て

お
ら
ず
、
霧
吹
井
戸
の
文
字
は
な
い
。
で
は
、
ど

う
し
て
こ
の
井
戸
が
霧
を
吹
く
こ
と
に
な
る
と

『
遠
江
史
蹟
瑣
談 

巻
１
』
の
著
者
は
判
断
で
き
た

の
か
。
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
察
す
る
に

掛
川
城
に
は
築
城
以
来
、
井
戸
は
一
つ
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
室
町
時
代
の
こ
と
。
朝
比
奈
泰や

す
ひ
ろ煕

が
掛

川
城
を
築
い
た
が
、
高
台
ゆ
え
井
戸
を
掘
り
か
ね

た
。
種
々
の
道
具
を
使
っ
て
試
し
、
二
、三
百
日

た
っ
て
土
に
蛙
や
蛇
が
混
じ
っ
て
き
た
。
さ
て
は

水
源
が
近
い
と
掘
り
進
め
、
よ
う
や
く
水
脈
に
た

ど
り
つ
い
た
。
そ
こ
は
麓
の
川
の
底
と
同
じ
深
さ

で
、
水
を
汲
み
上
げ
る
縄
の
長
さ
は
千
尺
に
お
よ

ん
だ
と
い
う
。

　

時
期
的
に
考
え
て
こ
の
話
に
は
、
そ
れ
な
り
に

信
憑
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
千
尺
と

い
え
ば
、
約
３
０
０
ｍ
な
の
で
さ
す
が
に
盛
り
す

ぎ
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
深
い
井
戸
を
う
が
っ

た
苦
労
が
、
縄
を
大
き
く
伸
ば
し
た
の
だ
ろ
う
。
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